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怒
案
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
電
話
の
一
本
化
(
電
話
円
行
政
府
一
域
内

町
一
本
化
で
、
布
佐
地
区
を
印
西
電
報
電
話
局
か
ら
我
孫
手
電
報
電

話
局
内
区
域
に
編
入
す
る
こ
と
)
問
題
は
、
竜
々
公
社
内
格
別
な
ご

配
慮
に
よ
り
新
た
に
布
佐
電
話
交
換
局
を
新
設
し
、
こ
の
十
一
月
二

十
九
日
午
後
二
時
を
期
し
て
我
孫
子
局
に
編
入
さ
れ
ま
す
。

一
年
余
町
長
い
主
事
的
期
間
、
地
元
町
皆
様
の
ご
協
力
に
対
L
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

理軍雪

市
内
日
脚
番
は
網
目
脚
に

既
設
電
話
{
印
西
属
加
入
の

電
話
)
の
切
替

布
佐
地
区
の
印
西
局
加
入
電

話
は
、
十
一
月
二
十
九
日
(
水
)

午
後
二
時
を
制
崩
し
て
受
持
局
が

布
佐
局
に
変
わ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
局
番
が
次
の
よ
う
に
変
わ

。
ま
す
。
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問

局

の

新

設

も

新
た
に
加
え
収
容
能
力
を
三
倍

に
増
や
し
ま
す
。

こ
の
た
め
、
来
年
一
月
中
旬

か
ら
今
の
局
舎
を
改
築
す
る
た

め
営
業
窓
口
を
氾
第
一
小
学
校

敷
地
跡
に
仮
局
舎
を
建
て
て
、

進
め
る
べ
く
計
画
を
立
て
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
が
完
成
し
ま
す
と
、
八

二
局
内
で
架
設
申
し
込
み
を
さ

れ
て
お
り
ま
す
方
は
、
八
三
局

の
方
へ
収
容
で
き
ま
す
の
で
、

さ
ら
に
普
及
が
進
む
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

来
年
同
二
月
に
な
り
ま
す
と

本
市
内
的
電
話
台
数
は
一
万
三

千
五
百
台
に
な
り
ま
す
。
そ
う

し
ま
す
と
本
市
町
世
帯
は
約
一

万
七
千
世
帯
で
す
の
で
、
普
及

率
は
約
八
十
パ
ー
セ
ン
ト
に
な

り
ま
す
。

十
一
月
二
十
九
日
に
な
り
ま

す
と
市
内
局
番
は
八
二
局
と
八

八
局
と
八
九
局
に
な
り
ま
す
が
、

八
二
局
円
分
に
つ
い
て
は
収
容

能
力
が
限
界
に
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
現
在
の
八
二
局
の
交

換
機
を
収
容
し
て
お
り
ま
す
我

孫
子
局
を
改
築
し
、
八
一
ニ
局
を

市
外
局
番
と
市
内
局
番
は
変

わ
り
ま
す
が
、
加
入
者
番
号
は

一
部
を
除
き
従
来
ど
お
り
で
す
c

通
話
区
別
の
変
更

従
来
印
西
局
加
入
電
話
で
あ

っ
た
た
め
、
布
佐
地
区
か
ら
我

孫
子
市
内
へ
の
通
話
は
市
外
通

話
(
六
十
秒
七
円
)
で
し
た
が
、

今
後
は
市
内
通
話
と
な
り
ま
す
。

(
逆
に
印
西
へ
の
通
話
は
六
十

秒
七
円
と
な
り
ま
す
。
)

営
様
窓
口
・
故
樟
修
理
等
担

当
局
の
変
更

電
話
架
設
の
申
し
込
み
、
電

話
内
移
転
、
電
話
料
金
関
係
等

の
営
業
窓
口
業
務
は
我
孫
子
電

話
局
が
担
当
、
ま
た
、
電
話
の

故
障
、
交
通
事
故
に
よ
る
電
柱

や
電
線
内
切
断
等
円
連
絡
は
柏

電
話
局
が
拘
当
と
な
り
ま
す
。

緊
急
通
話
の
変
更

布
佐
地
区
か
ら
の
火
災
・
救

急
・
警
察
関
係
の
緊
急
通
報
は

次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

火
災
・
救
急

九
番

我
孫
子
消
防
者
布
佐
出
張
所

警
察

一一

O
番

柏
警
察
署
指
令
室

今
ま
で
使
用
L
て
お
り
ま
し

た
消
防
署
布
佐
出
張
所
内
一
一
一

一
O
番
は
一
般
電
話
と
し
ま
す

の
で
、
火
災
・
救
急
の
時
は
一

一
九
番
の
着
信
専
用
電
話
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
し
て
あ
る
方
は

来
年
二
月
頃
ま
で
に
架
設

ま
た
、
こ
の
開
局
に
伴
い
、

こ
れ
ま
で
電
話
架
設
を
申
し
込

み
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
約
六
百

世
帯
の
方
に
つ
い
て
は
、
十
二

月
中
に
架
設
す
る
よ
う
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
六

百
件
と
い
う
大
量
的
電
話
を
一

ヵ
月
で
架
設
す
る
こ
と
は
大
変

な
仕
事
で
す
の
で
、
架
設
代
金

円
支
払
い
、
電
話
機
内
取
付
け

工
事
、
電
話
開
通
試
験
を
二
回

に
分
け
て
行
な
う
予
定
で
す
。

転
居
等
的
事
情
で
十
二
月
に

架
設
で
き
な
い
方
に
つ
い
て
は
、

さ
ら
に
調
交
し
て
来
年
二
月
に

架
設
す
る
予
定
で
す
。

公
衆
智
信
の
増
設

布
佐
地
区
に
は
公
衆
霞
話
が

少
な
か
っ
た
の
で
、
布
佐
局
の

開
局
を
機
に
布
佐
駅
前
に
ポ
ツ

治
安
維
持
の
面
で
も

不

都

合

が

解

消

さ
ら
に
、
開
局
と
同
時
に
印

西
局
か
ら
我
係
子
局
に
編
入
さ

れ
る
震
話
(
赤
電
話
を
含
み
三

百
九
十
八
台
)
と
来
年
二
月
ま

で
に
架
設
さ
れ
る
電
話
が
約
六

百
五
十
台
で
す
の
で
、
合
わ
せ

て
約

e
F五
十
台
で
す
。
そ
う

樹
齢

ク
ス
公
衆
電
話
を
設
置
す
る
ほ

か
赤
電
話
も
若
干
増
設
す
る
予

定
で
す
。

し
ま
す
と
、
三
千
五
百
加
入
分

ま
で
の
こ
り
千
五
百
台
稼
度
あ

り
ま
す
の
で
、
ま
だ
相
当
余
裕

が
あ
り
ま
す
。

布
佐
局
の
開
局
に
伴
い
、
治

安
維
持
等
的
部
は
も
と
よ
り
、

他
に
も
不
都
合
な
函
が
多
々
あ

り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
が
解
消

さ
れ
電
話
的
普
及
率
は
一
層
よ

〈
な
る
も
の
と
息
わ
れ
ま
す
。

最

終

的

に

は

五
千
台
分
ま
で

布
佐
電
話
交
換
局
の
概
要

①
電
話
交
換
機

i

ク
ロ
ス
バ

ー
式
自
動
交
換
機
二
千
五
百
台

加
入
分
(
培
設
可
能
ス
ペ
ー
ス

が
二
千
五
百
台
分
残
し
て
あ
り

ま
す
。
)
こ
の
交
換
機
は
、
湖
北

局
と
向
型
で
す
の
で
、
ダ
イ
ヤ

ル
し
ま
す
と
返
る
の
が
速
い
電

話
と
を
り
ま
す
。

男 29，918人(前月比170人増)

女却，041人( " 1剖人地)

計 59，9的人( " 354人増)

世帯数16，4臼世帯( "119世帯増)

市町人口

昭和47年10月31日現在

10月の人口動態

完成立って交換機の稼動を待つ局舎

協奏議~~~:\~，以機綴修誌、
消防への一般用務は
‘判穏議総鰯伊宅精機鰍

消防署へは 82-2217番

本部へは 82-7330番

湖北出張所へは

88-2217番 男女計

58人 74人 132人

306人 294人 600人

11人 7人 18人

183人 177λ360λ

788 

生

入

亡

泊

出

転

死

転

布佐出張所へは

89-2110番

布佐局受持区域図



記
念
式
典
行
審
わ
る

日
月
泊
目

l
ロ
月
2
日

燃
が
中
央
電
力
研
鈴
訴
で
行
な

わ
れ
ま

L
た硲

公
然
に
お
い
て
は
、
市
民
討
の

山
抗
措
叶
、
本
市
選
法
的
際
会
議
長

を
は
じ
め
総
務
察
議
長
な
ど
内

忠
ホ
噌
毘
か
ら
総
務
を
い
た
だ
い
た

後
、
永
年
市
川
補
同
時
間
行
政
組
湾
問
械
の

た
め
出
叫
持
制
の
あ
っ
た
関
係
巻
に

市
長
か
ら
議
謝
状
が
総
ら
れ
ま

L
た
a

十
年
の
あ
ゆ
み

渚
火
湾
問
か
ら
予
防
消
拐
へ

議
定
的
淡
附
脚
本
部
、
草
創
的
約

身
H
H
‘
ぬ
州
問
怜
子
酎
判
油
倒
防
附
間
常
蹴
関

節
で
、
飽
和
っ
一
ト
ト
υ
年
十
一
月

一
日
、
部
長
以
下
十
mm
名
、
点

機
付
き
州
問
時
間
ポ
ン
プ
由
凶
動
家
…

ム
討
を
も
っ
て
治
時
拐
殺
務
を
閉
問
仏
如

し
ま
し
た
。

以
後
、
総
和
問
十
年
潟
村
川
…

呂
終
令
栴
制
定
と
向
山
吋
に
、
常
矯

抑
簡
に
消
防
本
然
、
務
を
設
澄
し

消
務
長
以
下
二
十
八
名
で
発
足

い
た
し
ま
し
た
e

こ
れ
ら
本
部
、

殺
の
設
置
に
終
い
分
間
山
総
合
あ

る
い
は
、
分
附
閥
的
機
構
改
第
を

行
な
い
、
二
十
ニ
ヵ
分
聞
と
を

り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
総
秘
四
十
一
年
八

汚
…

uM
か
ら
救
急
業
務
舎
綴
拾

し
ま
し
た
。
ま
た
、
削
哨
和
刊
冊
間
十

三
年
忌
六
日
月
吋
閃
か
ら
は
、
布
俊

一
VVAハ
V
Z
A
V
A
Y
A
Y
A

教
事
火
災
予
隣
運

惑
さ
も
問
機
し
に
品
加
わ
り
火

の
気
の
慾
し
い
季
節
と
な
り
ま

し
た
。
キ
与
も
十
一
月
二
十
六

自
か
ら
十
一
一
月
一
…
臼
ま
で
余
同
闘

将
三
角
に
秋
的
火
災
予
防
凝
紛
が

羽
符腕
行
な
わ
れ
ま
す
。

唆
消
防
本
総
で
は
、
次
的
要
領

樹
に
よ
り
ニ
的
滋
品
闘
を
推
し
滋
め

3

る
二
と
に
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

〔
e

ふm黙
の
佐
賀
機
内
W

M

協
力
を
お
綴

…
い
い
た
し
ま
す
。

運

動

の

日

約

こ
の
巡
品
開
は
、
六
災
多
発
郊

を
む
か
え
る
に
為
た
り
、
市
災

一
人
一
人
的
防
火
窓
議
的
向
上

告
閃
り
、
火
災
的
総
ゑ
幼
止
と

人
命
回
閉
山
何
事
絞
め
絶
滅
を
揃
捕
す

る
こ
と
を
践
的
問
と
し
て
い
ま

す
@が免・

ψ
諸
町

4業

『
慣
れ
た
火
じ新
た
な
日
置
傘
』

今
年
の
選
動

務

mw
旅
館
、
行
由
民
向
的
、
ホ
テ
ル
等

に
お
け
る
安
全
選
難

ア
、
滋
線
路
的
確
警

i
避
媛

協
は
品
仁
茂
郊
で
き
る
よ
う

物
を
出
泣
い
た
り
、
い
ざ
と
い

う
終
脇
陣
容
止
な
ら
な
い
よ
う

出
張
汚
で
制
問
銭
円
以
下
卜
…
一
%
を

も
っ
て
議
務
を
開
開
始
し
ま

L
た。

そ
し
て
、
昭
和
問
問
十
五
年
五
月

一
丹
か
ら
は
捕
湖
北
出
張
所
で
も

続
長
以
下
十
二
名
を
も
っ
て
業

務
を
開
閉
品
開
し
ま
し
た
。

発
足
し
て
か
ら
今
日
ま
で
の

十
年
間
に
一
義
、
二
機
関
税
併
と

な
号
、
市
内
く
ま
な
く
常
線
治

時
間
的
窓
葱
に
浴
す
る
商
品
細
制
約
な

配
置
に
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
‘

本
年
内
五
汚
一
日
か
ら
は
湖
北

滋
議
所
で
も
数
慾
議
務
を
間
開
始

し
ま
し
た
。
こ
め
よ
う
に
、
こ

の
十
年
間
開
母
国
都
聞
出
減
然
都
市
と

し
て
発
展
し
て
尋
た
お
の
仲
間
災

に
対
処
す
べ
く
積
極
的
に
線
沿

袋
線
を
強
化
し
、
人
開
問
者
増
強

し
て
朝
刊
夜
に
滋
り
ま
し
た
。
す

な
わ
ち
.
後
給
総
長
七
十
袋
、

制
時
ま

4
d
h

費
り

は
仰
げ
溺
人

向
刊
蜘
内
抗
た

昨

ふ

タ

が

し

一
本
郎
、
一
妻
、
二
出
級
品
開
祖

・
求
総
付
き
消
防
衛
中
立
一
台
、
化
学

消
耽
同
窓
・
一
品
閥
、
地
H

遜
消
防
街
中
…

台
‘
品
概
念
率
一
台
を
も
勺
て
業

鉱
物
に
あ
た
っ
て
お
り
ま
す
む

叫
問
妨
本
来
的
使
命
は
‘
中
期
以
内

的
集
会
‘
財
産
を
火
災
、
本
世
宮

地
淡
等
品
川
災
山
静
か
ら
守
る
こ
と

に
あ
り
ま
す
お

従
車
車
内
務
附
聞
は
、
火
災
抑
制
中

間
開
発
見
、
早
殿
山
市
ぬ
い
い
重
点
を

お
い
て
お
り
ま
し
た
が
‘
今
日

で
は
、
?
火
を
出
事
な
い
い
子

時
間
情
問
時
間
に
重
点
を
お
さ
‘
常

H

附
引
の
危
険
制
例
併
に
お
け
る
先
祭

等
を
向
調
持
出
し
て
お
り
ま
す
υ

一
般
家
緩
小
、
危
険
物

を
貯
織
で
き
る
緩

乱
戦
送
風
呂
緩
や
総
務
用
ま

た
は
自
動
準
‘
州
桝
噌
鴨
陣
間
間
柄
等

一
般
家
ん
臓
に
お
い
て
も
か
晶
体
眠

時
判
的
貯
殺
や
南
端
り
ぬ
い
が
非

常
に
多
く
な
っ
芝
お
り
ま
す

が
、
ニ
れ
ら
的
貯
裁
径
は

ガ

ソ

リ

ン

ニ

or

幻

法

一

〈

U
O
f

震

泌

総

C
O
J

以
内
と
さ
れ
て
主
冷
ま
七

が
ゾ
リ
ン
や
灯
泌
等
を
h
p
ラ

ム
缶
で
鯵
入
す
る
場
合
同
同
開
相

時
り
践
を
し
て
貯
議
療
を
淡
ち

念
品
械
の
な
い
よ
う
紋
織
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

E
に

な
っ
て
い
ま
す
。

開
朝
山
リ
山
川
や
料
拠
地
滑

b
v主
い

で
ド
ラ
ム
紛
で
雌
綿
入
貯
蔵
す

る
こ
と
は
連
法
で
す
の
ぞ
、

総
対
に

L
な
い
よ
う
ご
主
意

〈
だ
さ
い
。

1 ~誌に H69.31査が市に入ります

口
H

常
生
活
で
の
点
検

ア
、
ど
ば
こ
の
投
拾
て
と
縫
た

ば
こ
の
防
止
S
時
現
必
ず
阪
盤

の
あ
る
所
で
酬
制
緩
し
、
く
わ

え
た
ば
こ
は
や
め
る
，
学
行

中
又
は
、
自
動
車
か
ら
の
投

総
て
を
し
な
い
こ
と
砕
港
旅

で
た
ば
こ
は
す
わ
な
い
こ
士

イ
、
火
ん
以
前
出
岡
市
場
所
的
安
全
向
、

検
H
H土
門
品
川
や
附
帆
門
平
日
場
等
に

つ
い
て
は
掛
織
に
汽
検
し
て
宏
九
鷲

を
綴
か
め
る
。
外
出
や
・
絞
る

耐
削
に
ち
う
一
昨
岐
点
検
す
る

火
災
危
険
区
域
内
予
防
査
察

水
浴
建
築
物
内
総
輸
畑
地
等
火

災
予
妨
上
品
品
除
問
と
思
わ
れ
る
阪

域
内
的
炊
事
場
‘
浴
滋
、
そ
め

州
問
火
気
を
使
用
す
る
場
所
に
つ

い
て
立
入
品
械
が
，
を
実
諮
い
た
し

ま
す
の
で
ご
油
開
力
く
だ
き
る
よ

う
お
紛
い
し
ま
す
。

wv
お
臨
時
間
川
知
的
ト
七
年
十
4

一

月
一
日
付
か

ι，一
H
U

ま
マ
〈
K
T

前
九
時
吋
か
ら
午
後
三
時
吋
ま

で〕

V
W脇
被

。
本
前
町
一
一
了
間
制
問
問
養
一
号
i

一
一
十
一
品
つ
ま
で
円
三
十
八
後
衛

@
本
町
一
一

T
H一
ニ
幾
百
品
号
i

一
.
十
一
号
ま
で
め
に
卜
一
一
役
努

@
山
中
拍
車
2
一
:
問

1
z
一-一ド九終

絡

ま

で

一

般

傍

@
中
盤
ヨ
ハ
U
V
丸
番
地
綱
同
辺
め

五
十
附
悶
品
臨
機

。
世
叩
佐
二
、
附
悶
波
丸

3
一二、

。
一
一
番
地
ま
で
の
三
十
一
ぷ
数

帯@
お
俊
二
、
一
二
台
。
一
}
二
、

九
八
四
番
絡
ま
で
の
二
十
間
関
役

務V
4
品
ち
入
り
検
笈
鎗
闘
の
間
服
装
は

刷
刷
線
、
制
耐
棒
、
山
串
蹴
棋
戦
と
し
、

二
名
一
級
で
行
な
い
ま
す
。

火災危険区域悶

J
A
e
5
i
h
H
1れる

副
市

我

間

開

予

ウ
、
同
時
磁
器
具
的
涼
し
い
使
い

方

H
Iガ
ス
、
滋
捻
ス
ト
ー

ブ
や
後
M
A
に
よ
る
存
続
同
時
以
町

削御舟州
H
H
常
仁
応

L
い
使
い
方

を
す
る
。
火
を
つ
汁
た
ま
ま

持
ち
甘
織
が
や
日
日
開
リ
前
々
e

な
い
。

油
消
火

L
た
昨
吋
は
先
ん
ム
い
い
哨
例
え

た
か
確
か
め
る
こ
と

予
防
運
動
実
施
期
間

中
の
4
4
L
な
行
事

@
十
…
月
一
一
ト
六
日
午
約
七

時
消
防
判
勢
、
支
所
及
が
ふ
附
内
各

分
間
山
田
サ
イ
レ
ン
、
出
ず
蹴
鑑
等
町

一
斉
吹
鳴
材
料
銭
を
行
な
い
ま

す
e

〈
機
関
招
集
信
号
〉

@
十
一
月
二
十
六
時
叫
消
防
事

に
よ
る
宮
市
内
火
災
予
務
支
伝
パ

レ
ー
ド
及
び
分
間
人
関
刻
、
絞
殺
、

永
純
等
町
有
検

@
拙
雨
時
間
戦
終
に
よ
る
市
内
紛

火
対
象
物
的
予
防
盗
幾
〈
ト
…

向
灯
油
一
十
七
百
か
ら
…
一
一
十

E
ま

で
)
及
び
術
的
火
災
危
険
区
山
崎

に
対
す
晶
子
時
的
査
察
〈
十
二
月

、
一
一
時
二
日
間
帯
抗
措
崎
〉

蜘
瑚
消
時
間
本
部
‘
防
火
帥
閉
会
、

言語

~t 

魚
料
問
的
判
小
宮
公
的
閉
会
的
A
H
M
問
，
一
工

る
市
内
火
災
予
防
ん
け
い
い
パ
し
;

ド
を
ト
:
円
一
ヨ
・
長
代
化
附
明

{

J

一

j
i
e
l

@
志
向
小
中
学
校
拾
い
徒
に
よ

る
火
災
予
時
間
関
凶
ポ
ス
タ
ー
湾

内
務
絞
殺
ぴ
袋
一
市
(
子
時
間
務
削

除
綴
径
セ
ン
タ
!
山
内
に
展
示
い

た
し
ま
す
。
)

。
地
問
附
印
棉
轄
と
消
紡
絞
め
泌
係

附
間
後
火
災
時
庁
時
間
時
間
期
円
安
幸
治
医

ご
と
に
次
の
U
H

相
秘
で
実
捲
い
た

し
ま
す
。

品
開
獄
孫
子
治
区
十
一
月
(
一
ト

八
日

。
抑
制
北
泌
氏
十
二
月
一
…
訂

@
+
暗
殺
絶
反
ト
一
一
月
二

E

⑫
火
災
予
防
仲
間
桝
問
答
‘
ポ
ス

タ
ー
等
を
潟
市
内
要
所
に
ぬ
一
端

@
火
災
予
仲
間
チ
ラ
シ
を
事
由
門

会
後
世
官
仁
田
臨
海
い
た
し
ま
す
の

で
、
台
後
な
ど
の
見
易
い
所
へ

結
っ
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
よ
う
に
計
一
翻
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
と
め
巡
動
的
効
徽
摘

が
あ
が
る
よ
う
事
史
的
俊
機
的

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
知
ら
せ

コ
ー
ナ
ー

土
地
立
入
調
査

務
計
道
嬢
殺
の
た
め

都
市
計
総
滋
路
娘
一
戸
持
制
問
荷

役
ド
地
開
会
プ
一
一
一
・
…
令
制
柑
)

の
柑
時
拍
抑
制
廷
に
拙
汁
う
土
地
立
ち

入
り
を
し
た
い
脇
田
、
古
車
前
向
陥
帥
ふ
ふ

木
事
務
所
H

況
か
し
り
滋
何
却
が
あ
り

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
u

V
制
制
緩
予
定
期
間
緩
和
四
ト

七
年
ト
打
月
十
虻
nn
か
ら
本
当

十
二
月
マ
…
十
…
訂
ま
で

?を f，(T
、器時

中重量
心め
ま造内
総務
丸E

‘王誌
縦波
器売乎
I!Jr i師
i1i'J 11111 

世V
制
蛸
盤
mw
区
間
我
孫
子
前
線

一一
J
H
H
跡
地
先
か
ら
撚
続
料
判
的
地

党
ま
で

人
家

狩
識
に
は
細
心
の
治
意
を

へ
向
け
て
は
敢

ー
‘
H

月
一
行
か
ら
狩
猟
が
終

日時1
4

き
れ
ま
し
た
~
が
、
本
古
川
で
は

大
部
分
的
地
絡
が
住
民
丹
念
害

防
止
及
び
年
々
減
少
し
つ
つ
み

る
烏
欲
的
保
殺
を
日
目
的
。
と
し
な

銃
出
内
向
併
比
ば
械
に
出
制
定
き
れ
て

お
り
ま
す
。

し
か
し
ち
制
州
北
地
区
市
棋
倒
淵
か

り
布
役
淡
町
悼
に
か
け
て
町
議
後

は
民

JKK誠
に
は
な
っ
て
お
。

ま
せ
ん
が
、
絞
殺
…
の
附
開
発

γ
I

ム
を
反
映
し
て
人
家
も
判
明
幾
多

〈
総
て
ら
札
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
こ
丹
脱
線
以
麟
説
家
も
多
く

加
国
な
ど
で
蜘
紙
作
業
を
す
る
か
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ハ
ン
タ
ー
の

万
H
M
十
分
注
殺
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
阿
部
い
ま
す
。

子
加
H
m市
治
山
市
で
は
‘
機
一
戸
新

総
か
ら
同
開
発
戸
新
mm
ま
で
は
為

款
問
博
靖
国
阪
総
と
さ
れ
て
お
り
ま

寸
的
で
、
ニ
的
似
て
は
禁
此
一
民

法
関
係
終
的
発
砲
し
な
い
ぞ
く

だ
き
い
陶

な
お
、
狩
出
州
制
制
臨
問
中
(
ト
…

月
一
釘

3
一
一
月
十
五
口
U

〉
で
も

銃
附
叫
が
禁
止
さ
れ
る
の
持
、
次

的
よ
う
な
鴻
合
流
拭
び
場
所
で
す

の
で
必
ず
守
っ
て
く
だ
き
い
。

V
R山
ω務
も
し
く
は
uH
没
後
、

V
市
街
地
そ
の
俄
人
家
の
あ
る

場
所
、
も
し
く
は
人
の
い
る
鴻

F
防
1

…供
p
fv人
骨
器
、
建
物
、
次
傘
‘
電
車
、

総
に
抽
臨
む
を
伽
附
け
る
こ
と

V
-
鳥
獣
即
時
幾
禁
止
的
場
続

。
為
獣
保
護
町
位
。
休
磁
区

。
公
滋

O
W竣
庁
長
官
的
総

定
す
る
公
綴
そ
の
他
こ
孔
に
類

す

る

場

所

。

託

事

境

内

。
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